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背景と目的

近年,河川の水質汚染が進行 しているが,河川の水源部にある農村集水域においても例外で

はない。既に,本誌 1号 において農業環境モニタリングマニュアルの PDF版が報告されてい

る。ここで紹介するのは,こ のマニュアルの元になったプロジェクト研究「環境保全のための

総合モニタリング手法の開発」において作成した現地河川の流出測定と水質分析結果に基づ く

データベースである。

内容・特徴

1)調査対象地の概要

茨城県真壁郡八郷町帆崎川流域を対象とする (図 1)。 およその位置は,筑波山の東麓,八郷

町の南西部にあり,標高は 19mか ら 253mま で,流域面積は 2917ha(流域 A)で あり,流域の土地

利用では,林地が全体の 45%を 占め,山地はスギの植林が多く,広葉樹は集落の周辺と山地の一部

で見られる。農耕地の土地利用は,水田が全体の 22%,野菜畑が 7.5%,ナ シを主体とする果樹園

が 7.4%,放棄地(一部地域で不熟な家畜糞尿の投入)が 6。4%で ある。宅地 。道路・畜舎 。事業所

。学校他が 12.6%で ある。本地区水田のかんが

い用水は,山地からの流出を水源としているが ,

さらにかんがい期(4月 ～ 8月 )に は霞ケ浦用水

からも供給されている。

2)流量測定

調査地の中央を流れる農業用小河川(用排兼

用)でモニタリングを行うため,採水装置と水位

計のセットを 2カ 所(中流地点 B,最下流地点 A)

設置 し,河川水位 を常時測定する。降雨による

出水時には採水装置で河川水を採水する。河

川断面形状と流速分布測定値から求めた

測流量と水位の関係を水位・流量曲線にする。
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図 1 調査流域
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本報告では,こ れらデータに適合する式を求め,水位から流量を計算 した。一般に水位・流量

曲線による推定誤差は,お よそ 5～ 10%に なる。

3)自動連続採水装置

採水は,入力で直接に採水する場合と装置による連続採水とがある。前者が基本であるが人

力では限界があり,大雨時に変化する水質を採水するために採水装置を利用 した。自動採水装

置の採水位置は,水路の岸側 30cmの 距離,底から 3cm(常 時水位約 10cm)深 さで固定した。この

位置の採水が,流水を代表するかどうかは,採水装置での試料値と人力採水による平均値と比較

して調べた。流域 Aの測定結果は,T―Pで平均値の 10%以内の差であった。
4)水質分析

前期装置により採水 した河川水を持ち帰 り分析する。水質測定の項目は全窒素 (T―N),N03-N

と全リン(T_P)で ある。分析方法は,工業用水試験方法(JISK0101)に 従った。T―N,T―Pは懸濁態を

含む濃度及び負荷量でほぼ loヶ 月の観測と降雨時の経時的な水質変化が観測された。

5)観測期間
八郷町帆崎川で観測した期間は 1996年 1月 (水質は 3月 )～ 1996年 12月 までの間である。

流量と雨量については,毎時間の数値であり,水質はその時間内の採水による。

機能

各数値は,図 2の ような EXCEL形式のファイルに整理してあるが,データベースとしては
ベーシックであり,検索機能などは今後整備 していく予定である。

EYRQA9605]   隈宇FEn済 ]i■  瞑宇FE5  T~N   丁―P   N03-N  KASUMI セキサンリョウシ・カンリュウ T一N   T― P    N03-N
No.date ume  m^3/hr 雨]ittmm PPM   PPM   PPM   YOSUI  m3    し/sec  PPM   PPM   PPM

157 MY07 13:00   403.69       0

158 MY07 14:00   358.63       0      3.1     0.14     2.44

159 MY07 15:00   389.64       0                                   1870600      48                      0.06

160 MY07 16:00   450.93       0

161 MY07 17:00  410.53       0

162 MY07 18:00   481.61       0

図 2 データファイルの例
利用法

本データベースの利用については,使用目的とCD―Rか MOデ イスクを添えて下記に申し込
めば配布可能である。
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